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Ⅶ 研究協力校における工業科モデルの実践

実際的・体験的な学習活動を基軸にした「夢プラン」から，１年次に

設定した「夢実現プラン」を研究協力校のカリキュラムに，一部を取り

入れて実践していただいた。その実践を以下に紹介する。

１ 研究協力校について

○ 地域の分析

研究協力校が所在する筑後地域には，同校を含む県立工業高校３校，

工業に関する学科を有する総合型高校１校があり，さらに工業高等専

門学校２校，その他私立高等学校を含めると，工業に関する学科を有

する高校等が多数存在し，学校には魅力ある教育の実践が求められて

いる。また，公共交通網の発達などにより，他県や他学区への生徒の

流出もあり，今後中学校卒業者の減少が顕著な地域であることも，学

校を取り巻く厳しい環境の一因となっている。

しかし，一方では同校が所在する地域は，自動車製造会社の誘致等

によって地域産業の活性化が図られていることに加え，久留米地区を

中心としたゴム製造等の地場産業が盛んで，後継の若い技能者育成に

期待も寄せられている。

○ 学校としての強みと弱みの分析

まず最初に，研究協力校の現状

把握のため同校の運営委員の先生

方にアンケート調査を行い分析し

た。あわせて，近隣中学校の校長

数名にアンケート調査とヒアリン

グを行った。これらの結果に，商

工会議所等関係者，企業経営者の

声を合わせて地域の工業高校に期

待するものを含め，強み弱みにつ

いての分析を行った（図19・図20）。

同校の強みは，就職決定率100％

の実績であり，そのことは，職員

や地域にも認識されている。近隣

の他校の状況からもこの実績は最

大の強みとして挙げることができ

る。この他に「テクノボランティ

ア」と呼ばれる研究協力校の特長

を生かしたボランティア活動や「歴

史と伝統」が職員や地域にも認知

されており強みとして挙げられる。

また，弱みとしては，地域の中

学生数の減少と入学してくる生徒の一部には，学ぶ意欲が高まらない

といったことが挙げられる。

２ 夢プランの実践

研究協力校に提案した「夢発見プラン」の内容を資料１に示す。

図19 地元中学校長の意見

図20 地元産業界の意見
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資料１ 「夢発見プラン」概要図
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(1) 実際的・体験的な学習活動について

【企業見学】

工夫

〇 日頃から実習等の実際

的・体験的な学習活動に

おいても，付箋等を活用

し各自の考えや意見を出

し合う言語活動を積極的

に設定するなど，主体的

な学習を促す場面をつく

った（図21）。

授業の振り返りをこの

ように充実させることで，

一人一人の企業見学での

学びの視点が焦点化され，

企業見学から得た学びを

生徒自身が整理でき，学

習意欲の向上へと結び付

けた。

〇 事前学習として見学企

業についての調べ学習を

行わせた。

〇 事前に企業から講師を

招聘し校内説明会を実施

する。安全教育や見学内

容についての説明を聞か

せ見学する際の視点を明

確にさせた（写真１）。

〇 見学する際に事前学習

を基に，各自にテーマを

設定させる。見学内容に

あらかじめ視点をもたせ，

漠然と見学させずに，次

の学びや振り返りにつな

げた（写真２）。

図21 ふりかえりまとめシート

写真１ 校内説明会（事前学習）

写真２ 企業見学の様子
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〇 事後指導として学校で

の実習とのつながりを中

心に見学内容等のまとめ

を付箋を活用して行わせ，

それぞれの班で発表する

ことで，企業見学で学ん

だことを見学の視点ごと

に整理でき全体で共有さ

せた（写真３）。

成果

〇 事前に企業見学につい

ての協議をすることで，

商工会議所等や企業の協

力が得られ，新たに企業見学前の校内説明会を実施し，生徒は見学の

視点を明確にすることができた。その結果，製品知識や生産技術だけ

ではなく，企業の安全に対する姿勢や従業員の安全行動に注視するな

ど，自ら主体的に視点をもちながら学習する姿が見られた。

〇 見学を行った企業の方から，工場での安全対策や日頃行っている取

組の注意点を直接聞くことにより，日々の授業と実社会とのつながり

を強く意識するなど，生

徒は授業参加への意欲を

高めることができた。

〇 企業見学後の生徒アン

ケートの結果からは，今

後の学習についての意欲

化が図られ，事前に設定

した見学の視点が生かさ

れた企業見学へと充実で

きたことが分かった。

例えば，「消費者が安全

に使える」「安全面や環境

への配慮」「仕事への責任」

「学校の実習との関連」

などの視点で具体的な感想が聞かれた（図22）。

〇 協議会等を通した事前協議の設定により，企業は，企業見学実施の

目的や意図を理解した上で，受入れの企画を行うなど非常に効果のあ

る取組とすることができた。このことにより，生徒にとって有意義で

実際的・体験的な学習活動を実現することができた。

【短期就業体験（１年生対象）】

研究協力校では，これまでも２年生全員を対象に就業体験を実施して

いるが，１年次においても２日間の短期就業体験を導入した。このこと

写真３ 企業見学後のまとめの様子

図22 企業見学後の生徒アンケートより
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により，専門教科の学習内

容と実際の企業で行われて

いる仕事を関連付ける体験

的な学習活動に，早期から

系統的に取り組ませ，学習

意欲の向上を図ることとし

た（写真４）。

工夫

〇 実習等の実際的・体験

的な学習活動においても，

付箋を活用した主体的な

学習を促す場面をつくっ

た。

〇 事前指導として企業調べを行わせ，企業の優れた技術等を学ばせた。

〇 就業体験中の従業員との対話などから，望ましい勤労観・職業観を

養い，学校での学習と仕事との関連について考えさせた。

〇 事後指導として学校での実習とのつながりを中心に就業体験のまと

めを行わせ発表させた。また，企業関係者及び保護者を招き就業体験

発表会を行った。

成果

〇 短期就業体験の実施に

当たって課題となるのは，

従来からの受入れ先企業

の確保に加え，新規受入

れ先企業の開拓である。

そこで，産業界との連

携の窓口を，福岡商工会

議所，福岡県商工会連合

会等の協力を得て，研究

協力校が所在する北筑後

地域内の２商工会議所，

４商工会の各団体を通し

て会員企業に研究協力に

向けた説明や依頼等を行うことができた（図23）。

その結果，企業見学や就業体験等の実施に十分な，新規協力企業を

開拓することができ，研究の趣旨を理解した協力が得られた。

〇 科目「工業技術基礎」の年間指導計画に就業体験の学習を系統性と

段階性をもたせ組み入れたことにより，生徒の実習との関連や学習目

標等の明確化につながった。生徒用アンケートの記述には，日々の授

業の内容と就業体験の内容を関連付けたもの，将来の働く姿を考えた

もの，身に付けたい具体的な技術・技能に触れたものなどがあった。

写真４ 就業体験の様子

図23 研究協力校で実施した産学連携
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このことから，自ら主

体的に学ぼうとする姿が

伺え，学習意欲の高まり

や進路意識の醸成を見る

ことができた（図24）。

(2) 夢プラン推進協議会に

ついて

本年度については，全

てのカリキュラム編成に

対応する協議会ではなく，

学習活動に応じて個別の

協議会で対応した。

【夢プラン推進協議会】

工夫

① 企業見学に向けての協議

〇 産業界として久留米商工会議所が参画し，企業側からの意見や提案

を得た。その中で，例えば，「１社での就業体験の受入れは困難だが，

同業種２，３社での受入れは可能である」「地場産業を知る機会を取り

入れてもらいたい」など，産業界の要望や協力可能な教育活動につい

てこれまでにない協議を行った。

〇 学校側から企業見学の目的や趣旨について説明することにより，商

工会議所から目的等に即した最適な企業の紹介がなされるなど，教育

活動の充実を図った。

② 短期就業体験に向けての協議

〇 商工会議所，商工会，実施企業５社から担当者が参加し，就業体験

の目的等に共通認識をもち，連携協力体制の確立を図った。

成果

〇 地域産業界から学校教育に対するニーズを確認する場となった。例

えば，「地域産業の担い手（後継者）育成に期待がある一方で，生徒の

中小企業への就業等の関心は低い」や「異年齢の人とコミュニケーシ

ョンが取れる生徒を育成してほしい」など，様々な意見が出た。

〇 企業見学や就業体験等について，受入れ企業の実態に応じて最適な

実施となるよう，企業と学校との協議のみならず，企業間での情報交

換も行われた。活動の内容，受入れの時期，企業の協力体制，など多

様な意見交換の場となった。

〇 経済団体の組織的なネットワークの活用により，充実した学習活動

を企画することができた。

〇 企業側から「実習に関連した就業体験プログラムを作成するために，

実習を見学したい」と前向きな意見があったことから，新たに学校見

学会を実施することとなった。企業にとっては，改めて学校での学習

図24 就業体験後の生徒アンケートより
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内容を把握する機会となり，「就業体験に反映させたい」との感想を得

ることができ，産学の連携体制の強化が図られた。

〇 協議会においては，これまで就業体験受入れに実績のある企業の代

表者から，過去に受け入れた学年比較（３年生と２年生）から仕事へ

の心構えや行動が異なるなどの経験談があった。このことは対象であ

る１年生を指導する際に，発達段階を考慮する必要があると参加者で

共有することができた。これらの情報交換は一層充実した実際的・体

験的な学習活動を可能とした。

(3) 実践における成果と課題

研究協力校としての成果と課題を以下に示す。

成果

【生徒の変化について】

○ 早期の就業体験により，生徒の進路に関しての意識が変わった（就

業体験でお世話になった会社に就職したいなど）。

○ 就業体験で経験し，見学した作業が，学校の授業でも行われており，

興味をもって実習に取り組む生徒が多くなった（鋳造，溶接，計測（ノ

ギス，マイクロメーター））。このことにより，しっかり進路を考えて

勉強に取り組んでいこうとする生徒が増え，クラスの雰囲気が変わっ

てきた。

【企業との連携について】

○ 学校と企業とのつながりを多くもつことができた。

○ 企業の学校に対する理解と協力を得ることができた。

課題

○ 従来の学習内容を行うための時間確保が必要である。

○ 工場見学でのバス代，就業体験での傷害・損害保険料，通信費など

の保護者負担が多くなるので，ある程度の予算措置が必要である。

○ 校内の協力・協働を図るための組織作りが必要である（運営委員会

や職員会議での趣旨の共通理解，定期的に科会議等で課題の共有化を

図るなど）。



おわりに

これまでも高等学校ではカリキュラムについて，各校で不断の見直しを図

り特色化を進めてきました。しかしながら，社会の変化に伴い，産業教育を

取り巻く状況が大きく変化する中で，この特色化を更に推し進め，魅力ある

ものへと高める工夫が求められています。

また，生徒の学ぶ意欲の低下は，我が国の教育課題の一つであり，本県に

おいても大きな課題であることからも，本研究は時宜を得た研究であると考

えました。

そこで私たちは，カリキュラムの工夫により，学ぶ意欲の向上を図り，自

ら主体的に学ぼうとする生徒の育成を企図しました。また，産業教育を行う

高等学校にあっては，今後ますます多様化・複雑化・高度化する社会の有り

様をにらみ，その変化に絶えず対応すべく持続的に学び続ける力の育成を図

ることも重要となってきます。これらのことを視座に入れ，国や県における

産業教育の方向性を確認しながら，基本となるカリキュラムのモデルプラン

を構築しました。このプランは実際的・体験的な学習活動を基軸にして，学

ぶ意欲を高める系統的な学習活動を提案するものです。

さらに，カリキュラムの見直しには慎重な検討を要することから，早急に

プランを取り入れたい場合や部分的な活用も考慮し，既存科目の学習内容に

新たな視点を取り入れる工夫を教科ごとに数例示しました。

研究協力校においても，材料技術科１年生のカリキュラムに「夢発見プラ

ン」を取り入れるとともに，研究協力校の実態に合わせてアレンジを加え，

実践していただきました。

各学校において行われるカリキュラムの見直しの際に，本研究を参考にし

ていただき，生徒の学ぶ意欲が高まる，魅力あるカリキュラム編成が図られ

ることを期待しています。

最後になりましたが，本調査研究に御協力いただきました調査研究協力校

や経済団体の関係各位に心から感謝申し上げます。

調査研究担当者一同
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指導主事 安田 賢二 指導主事 谷本 一樹

指導主事 今井 寿光 指導主事 亀田 諭

指導主事 松尾 祥子 指導主事 鳥巣 将之

指導主事 森 孝太郎 指導主事 吉中 禎敏
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